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私
の
出
身
地
・
青
森
県
八
戸
市
の
太
平
洋

岸
、
種
差
海
岸
か
ら
蕪か

ぶ

島
ま
で
の
距
離
八
キ

ロ
ほ
ど
海
沿
い
は
、
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ

が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
の
種
差
海
岸
は
三
陸
復
興
国
立

公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
大
き
な
公
園
で

す
。
こ
こ
は
約
六
五
〇
種
の
四
季
折
々
の

花
々
、
荒
々
し
い
岩
肌
が
露
出
す
る
磯
浜
、

波
打
ち
際
ま
で
広
が
る
天
然
芝
生
地
な
ど
異

国
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
、
八
戸
を
代
表
す
る

景
勝
地
で
す
。

　

そ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
広
大
な
砂
浜
が
広
が

る
大
須
賀
海
岸
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
砂
浜
の

砂
は
不
純
物
が
少
な
く
、
踏
み
し
め
る
と

キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
音
が
鳴
る
「
鳴な

き
す
な砂

」
が
特

徴
で
す
。
そ
の
周
囲
に
は
、「
快・

水
浴
場
百
選
」

に
も
選
出
さ
れ
た
白
浜
海
水
浴
場
や
か
つ
て

旧
日
本
軍
の
レ
ー
ダ
ー
が
据
え
ら
れ
て
い
た

葦
毛
崎
展
望
台
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
ゴ
ー
ル
と
な
る
の
が
蕪
島
（
か
つ

て
は
島
だ
っ
た
が
今
は
地
続
き
）
で
す
。
小

高
い
島
の
中
央
に
蕪
島
神
社
を
祀
る
ほ
か
、

ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
を
間
近
で
観
察
で
き
る
国

内
唯
一
の
場
所
と
し
て
天
然
記
念
物
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
場
所
ご
と
の
特
色
に
加
え
て
、

一
帯
全
体
が
素
晴
ら
し
い
絶
景
の
ル
ー
ト
で

す
。
皆
様
も
八
戸
市
を
訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ

ド
ラ
イ
ブ
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

施 主
工事名
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商品名

：
：
：
：

　高度成長期に整備され、今
こんにち

日の交

通基盤として定着していながら老朽

化が進んでいる施設は東京都内も数

多く、危険が目に見えてから各個対

応していては追いつかなくなる可能

性が高いことから、都では、より長

く安全に使い続けるために適切な時

期毎に点検や修繕を行う「予防保全

型管理」の事業を推進しています。

　このことによって管理体制が平準

化・スケジュール化されコストの縮

減となることが期待されており、良

質で安全性の高い社会インフラを維

持継承して経済活動を３６５日バック

アップするためです。

　そうした予防保全事業のひとつ「新

川大橋」は、主要地方道環状七号線（環

七通り）のうち東京都江戸川区内に

位置する橋長１２８.１ｍ・幅員２７.８ｍ
の橋梁。環七は昼夜交通の絶えない

都心の大動脈であるため、車線規制

などを伴う工事はできるだけ避けな

ければなりません。

　そこで本橋梁の長寿命化対策の一

環として採用されたのが、既存の橋

台と橋脚との間の空間を充填して下

支えし橋から土工構造物へと転換す

るという「フォームサポート工法」。

架け替えに依らずとも改修によって

機能や性能を必要な水準まで向上さ

せつつ、費用と工期を抑えることが

可能です。

　現場は湾岸部に特徴的なシルトや

細砂が積層した軟弱地盤であること

からコンクリートなど重い材料の使

用は避けなければならないため、Ｅ
ＤＯ - ＥＰＳブロックと気泡混合モル

タルを併用するフォームサポート工

法の盛土材の軽さは大きな利点とな

りました。

東京都第五建設事務所
新川大橋長寿命化工事
株式会社新建設
フォームサポート工法

５００ｍ３

東京の幹線道路 橋から盛土に転換 フォームサポート
工法
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駅
と
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

　　

い
ま
や
ど
こ
の
街
で
も
見
る
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
、
正
式
名
称
は
「
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ

ロ
ッ
ク
」
と
い
う
。
一
九
六
七
年
に
岡
山
市

内
に
設
置
さ
れ
た
の
が
そ
の
始
ま
り
だ
。

　

全
国
に
普
及
す
る
段
階
で
は
ま
だ
メ
ー

カ
ー
毎
の
規
格
が
ば
ら
ば
ら
で
、
二
〇
〇
一

年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
突
起
の
サ

イ
ズ
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
見
る
黄
色
い

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
た
い
が
い
が
ホ
ー
ム
端
に

あ
り
、
駅
員
が
「
黄
色
い
線
の
内
側
に
お
下

が
り
く
だ
さ
い
」
と
い
う
場
合
は
こ
の
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

な
ぜ
そ
ん
な
危
険
な
場
所
に
視
覚
障
害
者
を

通
す
の
か
、
と
怒
る
な
か
れ
。
こ
れ
は
そ
の

上
を
通
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

　

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
般
に
、
棒
状
突
起
で

進
行
方
向
を
示
す
も
の
と
、
点
状
の
突
起
で

注
意
を
促
す
も
の
が
あ
る
。
駅
ホ
ー
ム
端
に

設
置
し
て
あ
る
も
の
は
点
タ
イ
プ
に
棒
を
一

本
加
え
、
棒
の
位
置
が
ホ
ー
ム
の
「
安
全
側
」

を
示
す
形
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
あ
れ
は
通

り
道
で
は
な
く
、
は
み
出
て
は
い
け
な
い
境

界
を
示
す
意
味
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

た
だ
、
駅
用
ブ
ロ
ッ
ク
は
道
路
用
に
遅
れ

て
二
〇
一
四
年
に
規
定
さ
れ
た
た
め
そ
れ
以

前
の
ま
ま
の
所
も
あ
る
と
い
い
、
こ
の
混
在

が
利
用
者
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　

願
わ
く
ば
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
が
よ
り
進

み
健
常
者
も
含
め
て
転
落
事
故
が
な
く
な
る

こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
。

施 主
工事名

施工会社
商品名

：
：

：
：

　静岡県静岡市では、その管理下に

ある道路構造物について、健全性維

持のための予防保全の取組みを長年

にわたって進めています。橋梁やト

ンネルの着手率は既に１００％に達し、

２巡目に向け様々な検証とフィード

バックを得ながら費用縮減と万全の

管理の両立を目指しています。

　この取組みの一環として進められ

たのが市内駿河区の「扇橋」（１９７３
年竣工）の対策工事。ここで用いら

れたのが新開発のコンクリート保護

材「ポアセイバー」でした。

　「ポアセイバー」は、岡三リビック

が販売する特殊シリコーン化合物を

主成分とした保護材です。

　既存のシラン系表面含浸材やけい

酸塩系表面含浸材の優れた特性を併

せ持っていて、コンクリート表面に

塗布すると徐々に反応して無機系の

高分子化合物となり、表層部の細孔

を閉塞することによって水や劣化因

子の侵入を抑制、耐候性に優れた強

静岡市役所
中島西脇線（扇橋）道路施設
修繕（橋梁補修）工事
株式会社ピア東海
ポアセイバ－　５６ｍ２

固な保護層が形成されていきいます。

　水分や塩化物イオン、二酸化炭素

などの侵入抑制効果に優れ、一方で

水蒸気透過性にも優れています。

　ポアセイバーは１液性で施工は簡

便でありながら、長期にわたる保護

効果が持続できます。

施工状況

施工完了

予防保全を新保護材で万全に コンクリート保護材

「ポアセイバー」

● 高分子化合物の生成で劣化因子侵入を抑制
● 従来に比べ耐久性に優れ、施工品質が向上

● １液性の無溶剤タイプ
● 下地処理・塗布の２工程のみで完成


